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平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
お
い
て
、

第
14
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
中

期
戦
略
に
基
づ
く
県
域
戦
略
等

の
達
成
に
向
け
て
、
優
秀
な
業

績
を
収
め
た
Ｊ
Ａ
へ
の
表
彰
、

功
労
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
る
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
が
本
年
度
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
松
任
を
ご
利
用
頂
く
お
客
様
皆
様

の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
竹
山
組
合
長
、
鶴
井
金
融
専
務
が
出
席
し
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
松
任
は
、
今
後
と
も
よ
り
一

層
の
利
用
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

尚
、
大
会
で
は
、
関
係
者
一
同
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
一
層
の

発
展
を
目
指
し
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
中
期
戦
略
の
実
践
を
通
じ

て
、
農
業
・
地
域
の
発
展
へ
の

貢
献
と
い
う
基
本
的
指
命
を
果

た
す
。」
な
ど
す
る
大
会
宣
言

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

～
心
肺
蘇
生
を
体
験
～

　

現
在
、
Ｊ
А
松
任
各
事
業
所

に
は
А
Ｅ
Ｄ
を
９
台
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　

А
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
室
細
動
の

際
に
機
器
が
自
動
的
に
解
析
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
電
気
的

な
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）
を
与

え
、
心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ
と

を
試
み
る
医
療
機
器
で
す
。

　

空
港
や
飛
行
機
内
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
公
共
施
設
に

広
く
設
置
さ
れ
、
消
火
器
な
ど
と
同
様
に
、
万
一
の

事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
А
松
任
で
は
、
２
月
７
日
（
土
）、
職
員
27
名
が

松
任
消
防
署
で
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
А
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
は
じ
め
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
応
急
手
当
が
習
得
で

き
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
で
６

回
目
と
な
り
、
全
職
員

が
使
用
方
法
を
習
得
し

ま
し
た
。

　

２
月
27
日
（
金
）、
Ｊ

А
松
任
本
店
に
て
、
酪

農
部
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
部
会
員

11
名
が
出
席
し
、
平
成

27
年
度
の
事
業
方
針
と

し
て
、
地
産
地
消
の
下
、

生
乳
の
安
全
・
安
心
の

確
保
の
た
め
の
高
品
質

乳
生
産
の
確
立
と
、
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
と
強

化
を
図
る
取
り
組
み
を
行
い
、
耕
種
農
家
と
連
携

し
、
土
づ
く
り
を
通
じ
て
堆
肥
の
還
元
を
積
極
的

に
実
施
し
、
環
境
と
調
和
し
た
酪
農
経
営
を
目
指

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
な
ど
が
議

案
と
し
て
上
げ
ら
れ
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
来
直
人
さ
ん

（
福
増
町
）
が
年
間
を
通

し
て
、
一
番
乳
質
が
優
秀

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
乳

質
改
善
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

第
14
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
全
国
大
会
で
当
Ｊ
Ａ

が
優
績
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
!!

А
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
よ
る
救
命
救
急
講
習
を
受
講

酪
農
部
会
通
常
総
会
開
催
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ま
い
ど
さ
ん
市
場
・
産
直
部
会
総
会
を

２
月
24
日（
火
）、白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
部
会
員
１
２
０
名
、
Ｊ
А
松
任
役
員
、

市
産
業
部
地
産
地
消
課
の
出
席
の
も
と
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
い
ど
さ
ん
市
場
は
開
店
以
来
10
年
経

過
し
、「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
が
消
費
者

の
支
持
を
受
け
て
地
域
に
定
着
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
26
年
度
は
、
４
月
の
消
費
税
増

税
に
始
ま
り
、
10
月
以
降
の
野
菜
価
格
の

下
落
、
松
任
近
郊
に
多
く
の
ス
ー
パ
ー
が
進

出
し
、
価
格
競
争
が
年
々
激
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
厳
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
実
績
報
告
、
27
年
度
活
動
方

針
、
安
全
点
検
の
強
化
、
出
荷
野
菜
の
防
除

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
会
員
は
真
剣
に
聞
き
入

り
、
本
年
度
は
新
鮮
・
安
全
・
安
心
・
割
安

を
も
う
一
度
見
直
し
、
さ
ら
な
る
消
費
者
の

拡
大
を
目
指
そ
う
と
申
し
合
い
ま
し
た
。

　

27
年
度
部
会
役
員
は
、
会
長
に
黒
澤
与
典

さ
ん
、
副
会
長
は
３
名
で
、
宮
子
豊
吉
さ
ん
、

西
川
隆
輔
さ
ん
、
吉
田
健
一
さ
ん
を
選
任
し

ま
し
た
。

【全体運】対人運が華やぐ兆し。特
に共通の趣味や楽しみを持つ仲間
たちと親交を深められそう。メー
ル交換も良い刺激に
【健康運】生活習慣を見直すチャン
ス。体調改善へ
【幸運を呼ぶ食べ物】キクラゲ

【全体運】自分の考えにこだわりが
ち。柔軟な発想を心掛けて。クロ
ゼットの中の荷物を整理すること
で開運の呼び水に
【健康運】姿勢を矯正すると、健康
体に近付けそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ワケギ

【全体運】縁の下の力持ち的な役割
が増えるかも。でも、ポジティブ
に捉え、力を尽くすのが正解。気
晴らしには温泉へ GO
【健康運】疲れをため込みやすい時
期。休息が必要
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】何事にも意欲的に取り組
めます。やってみたかったことを
始めれば、思った以上の好結果に。
お花見にもつき
【健康運】運動不足解消も兼ね屋外
に出掛けると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】あれこれ考え過ぎてしま
う傾向がチラリ。意識的にポジティ
ブシンキングを。アロママッサー
ジもお勧めです
【健康運】スポーツを楽しめる月。
ぜひ腕を磨いて
【幸運を呼ぶ食べ物】しらす

【全体運】視野を一気に広げられそ
う。試したことがないジャンルに
も興味を持ってみて。ウオーキン
グも楽しめるはず
【健康運】栄養バランスの取れた食
事が好運の鍵
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

【全体運】美的センスに磨きをかけ
られる期間。習い事や趣味に力を
注げば、充実感を味わえそう。イ
メチェンにも最適
【健康運】運動不足に注意を。まめ
に動く必要あり
【幸運を呼ぶ食べ物】蜂蜜

【全体運】神経質になりやすいのが
玉にきず。重箱の隅をつつくよう
な言動は控え、どっしり構えて。
気晴らしには読書を
【健康運】無 理 な ダ イ エ ッ ト は
NG。自然体を大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒジキ

【全体運】わくわくする出来事に縁
あり。飲み会やイベントに誘われ
たら、前向きに参加しましょう。
芸術に触れるのも◎
【健康運】リラックスを忘れずに。
深呼吸が効果的
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

【全体運】感情のコントロールが幸
運を呼ぶポイントに。鏡の前で笑
顔を作り、気持ちを切り替えて。
日記を付けるのも有効
【健康運】快適に過ごせそう。アク
ティブに活動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ニシン

【全体運】好奇心を生かしたい月。
話題のレジャースポットや人気
ショップに足を運んで。ネットサー
フィンで情報収集を
【健康運】小さなけがにご用心。慎
重に行動して
【幸運を呼ぶ食べ物】毛ガニ

【全体運】落ち着きのある 1 カ月で
す。やるべき作業を早めに済ませ、
自分の時間を満喫して。グルメを
楽しむのもグッド
【健康運】口コミ情報をチェック。
耳寄りな話あり
【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

ま
い
ど
さ
ん
市
場
・
産
直
生
産
者
部
会

第
10
回
総
会

4 月

3

牡羊座　　　
3/21〜 4/19

牡牛座　　　
4/20〜 5/20

双子座　　　
5/21〜 6/21

蟹座　　　　
6/22 〜 7/22

獅子座　　　
7/23〜 8/22

天秤座　　　
9/23〜 10/23

蠍座　　　　
10/24 〜 11/22

乙女座　　　
8/23〜 9/22

水瓶座　　　
1/20〜 2/18

魚座　　　　
2/19 〜 3/20

山羊座　　　
12/22〜 1/19

射手座　　　
11/23〜12/21
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第
11
回
理
事
会

平
成
27
年
２
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
開
催

　

第
13
回
理
事
会
に
は
３
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
件
の

報
告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

『
議　

件
』

第
１
号
議
案　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
項
目
追
加
に
よ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　

利
用
権
設
定(

農

地
貸
付)

に
よ
る
正
組
合
員
資
格

確
認
に
つ
い
て

　

利
用
権
設
定
（
農
地
貸
付
）
に

よ
る
正
組
合
員
資
格
確
認
に
つ
い

て
、
第
16
期
総
代
選
挙
に
立
候
補

し
た
28
名
の
正
組
合
員
が
、
該
当

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案　

定
款
第
21
条
に
基

づ
く
所
要
承
認
に
つ
い
て

　

定
款
第
21
条
に
基
づ
く
所
要
承

認
１
件
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

『
報
告
事
項
』

①
平
成
26
年
度
随
時
監
事
監
査
報

告
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
随
時
監
事
監
査
報

告
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

②
月
次
決
算
（
１
月
末
）
に
つ
い

て
　

１
月
次
決
算
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
信
用
手
数
料
徴
収
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

為
替
手
数
料
等
の
手
数
料
の
変

更
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

④
平
成
27
年
度
育
苗
セ
ン
タ
ー
運

営
方
法
に
つ
い
て

　

松
南
育
苗
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
荷

さ
れ
る
出
芽
苗
に
つ
い
て
、
出
荷

場
所
・
有
料
配
送
サ
ー
ビ
ス
等
を

定
め
た
出
芽
苗
出
荷
要
領
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

⑤
平
成
26
年
度
有
限
会
社
グ
リ
ー

ン
松
任
事
業
概
況
及
び
決
算
に
つ

い
て

　

事
業
概
況
及
び
決
算
内
容
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

⑥
第
16
期
総
代
選
挙
当
選
人
に
つ

い
て

　

女
性
57
名
を
含
む
５
２
０
名
の

総
代
選
挙
当
選
人
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

⑦
住
所
不
明
等
組
合
員
の
資
格
整

理
に
つ
い
て

　

住
所
不
明
組
合
員
の
資
格
整
理

に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑧
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

正
組
合
員
48
名
、
准
組
合
員
23

名
の
組
合
員
加
入
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

⑨
そ
の
他

　

本
店
職
員
駐
車
場
の
竣
工
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り
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★１ヵ月前の予約で、整備代金より1,000円割引
★さらに、車の引き取り・納車をなしにすると…整備代金より2,000円割引
★さらにさらに、車検中に代車がいらない場合は…整備代金より2,000円割引

●営業日　平日：午前８時半～午後７時まで　土・日・祝：午前８時半～午後５時まで

あなたの車検　ＪＡ松任が割引きします!!

最大で5,000円の得車検！

「カープラザ」　TEL：（076）274-1477　FAX：（076）274-1485
販売・車検・鈑金・整備一般のお問い合わせは

JA松任　  車検実施中！得

　“竜宮かきもち” ３０枚　１, ２００円を西南支店で

販売しております。

詳しくは、西南支店（TEL 276-1222）

笠間地区青年部までお問い合わせ下さい。

ＪＡ松任笠間地区青年部からのお知らせ
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国道８
号線

当日会場

８

アピタ松任店様

翠星高校様 サンクス様

セブン
イレブン様

ＪＡ住宅ローン相談会のお知らせ
新築・リフォームなどのご相談を受け賜ります。
お気軽にお越しください。

と　き：平成27年3月28日（土）　午前10時～午後4時

ところ：三浦・幸明区画整理地内（アピタ松任店南側）

ご来場された方全員に・・・素敵なプレゼント！

　　　住宅ローンのご相談をされた方に・・・

地元産こしひかりプレゼント！！

《JAとのお取引はこれから》というお客さまもお気軽にどうぞ

JA松任ローンセンター
☎076－274－1473

さらに

まちがいさがし 出題・イラスト
酒 井 栄 子

右のイラストには左のイラストと違う部分が
5カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探し
ましょう。

※答えは 15ページに掲載してあります。
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ポイントを貯めると

松任給油所オリジナル企画　第2弾

松任給油所オリジナル企画　第1弾

イオン松任店様

JAグリーン松任

白山市役所

松任石川
中央病院

松任総合
運動公園

JA松任本店

HONDA CARS様

松任SS８

■お問い合わせは… 皆様の　　　  松任 まで・・・
生活燃料課　076－274－1490
松任ＳＳ　   076－275－4662

松任給油所７周年感謝祭
松任給油所が皆様のおかげで７周年を迎えることが出来ましたことに
感謝し３月、４月の２ヵ月間キャンペーンを実施致します。

3月、4月　特売価格ポイント２倍日を増やしました。
毎週水曜日、土曜日がポイント2倍となります。
　　　　　　　　　　　　　＋
日曜日もポイント2倍日設定
　　　　　3月8日（日）、15日（日）、29日（日）がポイント2倍と
　　　　　なります。
　　　　　毎週日曜日がポイント2倍となります。

特売価格ポイント２倍は現金会員のみ対象者になります。

現金会員募集　3月、4月中に新規会員になられるとボックスティッシュ1箱進呈
※現金会員入会手続きとポイント交換詳細についてはお気軽にSSスタッフに声をおかけください。

※今回の感謝祭は、千代野給油所は対象ではありませんのでご了承ください。

3月

4月

　洗車内容（4コース）
○ シャンプー洗車　　　　　　　　　300円　⇒　150円
○ ワックス洗車　　　　　　　　　　500円　⇒　250円
◎ 撥水洗車（ワックス2倍以上の効果）　800円　⇒　400円
○ 光沢ポリマー（超高級仕上がり） 　 1200円　⇒　600円
◎は特にお勧めしております。

４月（1カ月間）は洗車全半額キャンペーンを実施します。

300 ポイント貯まると……ティッシュ５箱と交換出来ます。
500 ポイント貯まると……洗車券1枚（撥水800円相当）と交換出来ます。
550 ポイント貯まると……　　　 に交換（詳しいことは給油所スタッフにお聞きください）
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相川町

平
ひ ら

本
も と

　楓
かえで

　ちゃん（１歳６ヶ月）

　　　梓
あずさ

　ちゃん（２ヶ月）

　父　豊
ゆたか

 さん　母　柊
しゅう

子
こ

 さん

山島台２丁目

滝
た き

　和
か ず

篤
ま

　くん（７歳９ヶ月）

　　悠
は る

斗
と

　くん（５歳１ヶ月）

　父　清
せ い

二
じ

 さん　母　浩
ひ ろ

美
み

 さん

福新町

新
に っ

田
た

　翔
しょう

己
き

　くん（２歳４ヶ月）

祖父　義
よ し

宣
の り

 さん　祖母　百
ゆ

合
り

子
こ

 さん

いっぱいケンカもするけれど、 兄弟の絆
は強い！！夢は２人ともサッカー選手。いろ
んなことにチャレンジして、 強くたくましく
みんなに愛される人に育ってね。

春から保育園楽しみだね☆お友達たくさ
んできるといいね♪
夏には、お兄ちゃんになります♡

いつもニコニコ笑顔で、 みん
なを幸せにしてくれる楓ちゃ
ん。 梓がうまれて、 小さな
お姉ちゃんになりました。
姉妹仲良くのびのびと育って
ね。
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笠
間
町　

あ
ゆ
み
保
育
園

　
　
　
　
（
園
長　

三み

浦う
ら　

美み

智ち

子こ　

先
生
）

　
　

さ
く
ら
組　

23
名
（
男
児　

13
名
、
女
児　

10
名
）

担
任　

氏う
じ

原は
ら　

智ち

加か　

先
生

八ッ矢町　わかみや保育所　（所長　安
や す

田
た

　直
な お

子
こ

　先生）

　ゆり組　30名（男児　15名
、女児　15名）

　担任　加
か

納
の う

　奈
な

央
お

子
こ

　先生、中
な か

村
む ら

　恭
きょう

子
こ

　先生、安
あ

宅
た か

　栄
え

美
み

子
こ

　先生

秋にチューリップの球根

を植えました。チューリッ

プが花を咲かせる頃には

１つ大きくなって、さく

ら組になります。これま

で、さくら組のお兄さん、

お姉さんと一緒に遊ぶ

中で親しみや憧れを持っ

ていましたが、２月に入

り当番活動の引き継ぎを

すると次は、自分達がさ

くら組になる期待に胸を

膨らませています。

もうすぐ１年生になるさくら組さん。春の頃と比べると一回り大きく成長し、就学に向け期待に胸を膨らませています。先日は、保護者の方をお招きして、ひなまつりのお茶会を行いました。一年間取り組んできた、お茶や和太鼓の活動、そしてこれまで挑戦を続けてきた鉄棒や縄跳びを自信を持って披露することができました。残り１ヵ月、お友達と一緒に過ごした思い出を振り返りながら、過ごしていきたいと思っています。

先生から
の連絡帳

先生からの連絡帳



No.492

10

【
新
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
】

～
澤
地
　
　
洋
　
青
年
部
委
員
長
～

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

第
44
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
長
と

し
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統

あ
る
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
委
員
長
と
し
て
の
重
責
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
、

農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
問
題
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
の
安
心
・
安
全
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
安
価
な
輸
入
農
産
物
や

食
品
が
多
く
流
通
す
る
と
と
も
に
、
異
物
混
入
な
ど
の
事
故
も
続
発
し
て
お

り
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
食
に
つ
い
て

の
問
題
も
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
青
年
部
は
身
近
な
青
年
団
体
と
し
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、青
年
部
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に「
農
」

や
「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
情
報
を
発
信
す
る
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
盟
友
自
身
が
「
農
」

【
第
44
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
】

～
新
委
員
長
に
澤
地
　
洋
さ
ん
（
笠
間
地
区
）
～

　

２
月
７
日
（
土
）、
白
山
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
第
44

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
活
動
基
本

方
針
と
し
て
、
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
農
業
へ
の
理
解
と
推
進
を
柱
と
し
て

の
活
動
を
行
う
こ
と
を
重
点
事
項
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
活
動
報
告
・
収
支

決
算
、
新
年
度
役
員
改
選
な
ど
が
議
件
と

し
て
上
げ
ら
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
の
新
役
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

や
「
食
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ど
う
伝
え
る
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
盟
友
の
意
識
向
上
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
へ
の
協
力
に
よ
り
Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
と
と
も
に
、

本
部
行
事
を
通
じ
て
各
地
区
及
び
盟
友
が
つ
な
が
り
、
交
流
を
深
め
、
お
互

い
の
良
い
所
を
吸
収
し
、
各
地
区
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る

青
年
部
活
動
の
活
性
化
や
盟
友
獲
得
に
結
び
付
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
青
年
部
は
「
農
」
を
通
じ
た
「
つ
な
が
り
」
に
よ
り
青
年
部
及
び
地

域
の
更
な
る
発
展
、
盟
友
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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委
員
長　
　
　
　
　
　

澤
地　
　

洋　
（
西
南
支
部　

笠
間
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　

堀
本　

外
司　
（
松
南
支
部　

山
島
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

権
野　

勇
一　
（
松
南
支
部　

林
中
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

成
晃　
（
中
央
支
部　

中
奥
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

竹
垣　

賢
聖　
（
北
星
支
部　

出
城
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

西
本　

貴
享　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

企
画
部
長　
　
　
　
　

黒
澤　

彰
典　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

農
業
理
解
促
進
部
長　

八
朔　

克
美　
（
北
星
支
部　

旭
地
区
）

地
域
交
流
部
長　
　
　

高
筒　

敏
次　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

代
表
監
査
委
員　
　
　

北
村　

市
志　
（
北
星
支
部　

旭
地
区
）

監
査
委
員　
　
　
　
　

北
村　
　

悟　
（
中
央
支
部　

中
奥
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

北
村　

健
一　
（
中
央
支
部　

一
木
地
区
）

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
優
良
支
部
・
地
区
の
決
定
】

～
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

優
良
支
部
・
地
区
褒
章
結
果
発
表
～

　

10
月
18
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
農
業
祭
２
０
１
４
で
、
展
示
の
４
支
部
に
よ

る
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
よ
る
一
般
投
票

が
行
わ
れ
、
一
般
総
投
票
数
94
票
の
内
25
票
を
集
め
た
西
南
支
部
の
作
品
が
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
て
、
各
支
部
・
地
区
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
賞
】・
・
・
柏
野
地
区

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
笠
間
地
区

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
山
島
地
区

　

さ
ら
に
、
12
月
９
日
（
火
）、
中
央
支
店
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
の
青
年

部
年
間
活
動
の
結
果
と
な
る
優
良
支
部
・
地
区
の
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
を
通
じ
て
各
支
部
・
地
区
の
青
年
部
活
動
の
事
業
報
告
が
、
支
部
長
、

地
区
長
に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
、
地
区
の
作
成
さ
れ
た
活
動
報

告
書
は
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
選
考
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
支
部
】・
・
・
松
南
支
部

　
【
最
優
秀
地
区
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
支
部
】・
・
・
・
中
央
支
部

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
宮
保
地
区

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
林
中
地
区

手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞
の
西
南
支
部

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

最
優
秀
賞
の
柏
野
地
区
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

し
、
生
育
適
温
は
20
～
25
度
。
や
や
冷
涼

な
気
候
を
好
み
ま
す
が
、耐
暑
性
も
あ
り
、

４
月
か
ら
10
月
ま
で
長
い
間
種
ま
き
で
き

ま
す
。

　

種
ま
き
は
１
２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
に

１
粒
ま
き
と
し
、
本
葉
４
～
５
枚
に
育
て

て
本
園
に
定
植
す
る
方
法
と
、
本
園
に
じ

か
ま
き
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
し
ま

す
。
本
種
は
ア
カ
ザ
科
（
ビ
ー
ト
な
ど
と

同
類
）
な
の
で
、
１
粒
の
種
（
種
球
）
か

ら
４
～
５
本
の
芽
が
出
て
く
る
の
で
、
勢

い
、
葉
形
の
良
い
物
１
～
２
本
を
残
し
他

は
早
い
う
ち
に
摘
除
し
ま
す
。

　

多
湿
や
酸
性
に
弱
い
の
で
、
本
園
は
排

水
の
良
い
場
所
を
選
び
、
あ
ら
か
じ
め
石

灰
を
施
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

強
健
な
性
質
で
あ
る
の
で
、
多
肥
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
質
品
を
取

り
続
け
る
た
め
に
は
、
元
肥
に
完
熟
堆
肥

と
油
か
す
を
全
面
に
耕
や
し
込
み
、
生
育

中
に
２
回
、
長
期
に
か
き
取
り
収
穫
す
る

場
合
は
15
～
20
日
ご
と
に
化
成
肥
料
を
追

肥
し
、
軽
く
中
耕
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

土
寄
せ
に
当
た
っ
て
は
、
葉
の
付
け
根
に

土
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

　

収
穫
は
草
丈
が
20
ｃ
ｍ
ほ
ど
に
伸
び
た

こ
ろ
か
ら
行
い
ま
す
が
、
株
ご
と
抜
き
取

る
場
合
と
、
大
き
く
な
っ
た
外
葉
を
１
～

２
枚
ず
つ
順
次
か
き
取
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
カ
ラ
フ
ル
な
品
種
で
は
発
色
し

た
物
を
適
宜
葉
ご
と
に
摘
み
取
り
利
用
し

た
り
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
列
状
に
じ
か
ま
き
し
、

小
さ
い
う
ち
に
収
穫
し
て
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

と
し
て
利
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

和
名
を
フ
ダ
ン
ソ
ウ
（
不
断
草
）
と
い

い
、
そ
の
名
の
通
り
暑
さ
寒
さ
に
耐
え
て

よ
く
育
ち
、
順
次
ま
き
、
あ
る
い
は
葉
を

か
き
取
り
長
期
間
収
穫
で
き
る
重
宝
野
菜

で
す
。

　

原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
地
方
で
、
江
戸

時
代
に
渡
来
し
た
在
来
種
と
、
明
治
に

入
っ
て
導
入
さ
れ
た
西
洋
種
が
あ
り
、
前

者
は
小
葉
で
茎
の
部
分
が
赤
い
早
生
種
、

後
者
は
葉
幅
が
広
い
濃
緑
の
晩
生
種
、
育

つ
に
つ
れ
て
葉
柄
と
葉
脈
が
黄
、
赤
、
白

と
色
づ
き
ま
す
。

　

葉
に
は
つ
や
が
あ
り
、
多
彩
な
色
が
各

種
サ
ラ
ダ
に
合
い
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
や
ス

ム
ー
ジ
ー
に
も
向
き
、
炒
め
物
や
お
ひ
た

し
、
豆
腐
と
の
相
性
が
良
い
の
で
み
そ
汁

の
具
に
し
て
も
よ
く
、
大
変
幅
広
い
使
い

方
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
緑
葉
の
大
葉
に

は
え
ぐ
味
が
あ
る
の
で
、
塩
を
加
え
た
熱

湯
に
入
れ
さ
っ
と
下
ゆ
で
し
て
用
い
る
こ

と
、
カ
ラ
フ
ル
な
葉
は
ゆ
で
た
り
酢
漬
け

に
す
る
と
色
が
抜
け
る
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
な
ど
、
調
理
に
当
た
っ
て
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

栄
養
的
に
は
カ
ロ
テ
ン
が
特
に
豊
富

で
、
ビ
タ
ミ
ン
も
多
い
た
め
抗
酸
化
作
用

が
期
待
さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
、
カ
リ
ウ

ム
、
鉄
分
は
小
松
菜
よ
り
も
多
く
、
緑
黄

色
野
菜
と
し
て
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

適
温
の
幅
は
広
く
、
15
～
30
度
で
発
芽

　

雪
が
解
け
て
川
に
な
っ
て
流
れ
て
い
く

と
、
春
本
番
で
す
ね
。
そ
ん
な
時
期
に
か
れ

ん
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
の
が
、
カ
タ
ク
リ

の
花
で
す
。
雪
が
解
け
て
ほ
ど
な
く
す
る
と

葉
を
出
し
、
葉
の
間
か
ら
一
つ
だ
け
つ
ぼ
み

を
付
け
た
花
茎
が
伸
び
て
き
ま
す
。そ
し
て
、

桜
よ
り
少
し
早
い
時
期
に
、
薄
紫
色
を
し
た

小
さ
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
山
林
の
半
日
陰

の
湿
地
に
群
生
す
る
こ
と
が
多
い
花
で
す
。

昔
は
球
根
か
ら
か
た
く
り
粉
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
か
た
く
り
粉
の
多
く
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
で
ん
ぷ
ん
か
ら
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

カ
タ
ク
リ
は
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、
花
が

う
つ
む
い
た
よ
う
に
咲
く
の
が
特
徴
で
す
。

晴
れ
た
日
に
は
よ
く
開
花
し
ま
す
が
、
寒
い

日
に
は
開
花
し
に
く
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
花
で

す
。
雪
が
早
く
消
え
る
と
早
く
咲
き
だ
し
、

雪
解
け
が
遅
い
と
遅
い
開
花
に
な
り
ま
す
。

他
の
花
に
先
駆
け
て
花
を
咲
か
せ
、
雪
解
け

と
春
の
訪
れ
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。

楽
に
育
て
ら
れ
使
い
道
の
広
い
ス
イ
ス
チ
ャ
ー
ド

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木　

利
隆

カ
タ
ク
リ

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会　

●
檜
山　

靖
洋
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四
季
の
花
づ
く
り

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
基
礎
知
識

　

４
月
も
草
花
の
種
ま
き
時
期
で
す
。
そ

れ
で
も
遅
霜
の
心
配
さ
れ
る
地
域
や
、
ア

サ
ガ
オ
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
高
温
を
好
む
物

は
、
種
ま
き
を
５
月
ま
で
待
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。
特
に
ア
サ
ガ
オ
は
、
日
照
時

間
15
時
間
以
下
に
な
ら
な
い
と
花
芽
が
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
々
種

ま
き
が
遅
れ
て
も
、
生
育
期
間
は
十
分
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
ま
け
ま
す
。

高
温
を
好
む
こ
れ
ら
の
草
花
は
、
霜
の
当

た
ら
な
い
場
所
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
種
ま

き
を
し
た
り
、
室
内
で
ま
い
た
り
し
て
、

育
苗
し
大
き
く
し
て
か
ら
植
え
付
け
る
手

も
あ
り
ま
す
。
気
温
が
上
が
っ
て
く
る
時

期
で
す
の
で
、
意
外
に
早
く
苗
が
込
み
合

い
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
に
早
ま
き
し
た
草
花
は
そ
ろ
そ
ろ

株
間
が
込
み
合
っ
て
き
ま
す
の
で
、
頃
合

い
を
見
計
ら
っ
て
、
定
植
し
ま
す
。

　

球
根
は
芽
が
出
て
い
よ
う
と
い
ま
い

と
、
中
旬
く
ら
い
ま
で
に
植
え
付
け
ま

し
ょ
う
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ス
イ
セ
ン
な

ど
秋
植
え
の
球
根
草
花
は
、
花
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
に
花
殻
を
取
り
除
き
、
球
根
へ

の
負
担
を
少
な
く
し
て
や
り
ま
す
。
そ
の

後
、葉
が
緑
色
を
失
う
こ
ろ
に
な
っ
た
ら
、

掘
り
上
げ
ま
す
。
ス
イ
セ
ン
は
か
な
り
長

い
間
、
緑
の
葉
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
梅
雨
入
り
近
く
に
は
掘
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
球
根
草
花
以
外
で
も
花
殻
は
取

り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雨
が
た

ま
っ
て
花
殻
が
腐
る
と
病
原
菌
が
増
殖
し

て
、
病
気
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

菊
は
親
木
作
り
の
た
め
に
植
え
替
え
て

お
い
た
冬
至
芽
が
芽
を
伸
ば
し
始
め
た

ら
、挿
し
穂
を
増
や
す
た
め
摘
心
し
ま
す
。

ま
だ
冬
至
芽
を
植
え
替
え
て
い
な
い
場
合

に
は
、
早
め
に
４
号
く
ら
い
の
鉢
に
植
え

付
け
、
親
木
作
り
を
し
ま
す
。
こ
の
株
か

ら
芽
が
伸
び
始
め
た
ら
、
摘
心
し
て
側
枝

を
出
さ
せ
ま
す
。
摘
心
は
下
葉
５
～
６
枚

を
残
し
て
先
端
部
を
摘
み
取
り
ま
す
。
側

枝
に
本
葉
５
～
６
枚
以
上
出
た
こ
ろ
、
こ

れ
を
切
り
取
り
、
先
端
の
生
長
葉
と
そ
の

下
の
本
葉
２
～
３
枚
を
付
け
て
挿
し
穂
に

し
ま
す
。
こ
れ
が
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
株
に
な
り
ま
す
。

　

今
か
ら
菊
作
り
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

は
、
種
苗
会
社
や
苗
物
店
で
苗
を
、
４
月

中
に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ボ
タ
ン
電
池
を
乳
幼
児
が
誤
飲
す
る
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
１
歳
の
娘
が
懐
中
電
灯
の
電
池

ぶ
た
を
開
け
て
遊
ん
で
い
た
。
３
個
あ
っ

た
は
ず
の
ボ
タ
ン
電
池
が
な
く
、
驚
い
て

口
を
開
け
さ
せ
た
ら
口
の
中
か
ら
１
個
が

見
つ
か
っ
た
。
し
か
し
残
り
が
見
つ
か
ら

ず
、
急
い
で
病
院
で
診
て
も
ら
っ
た
ら
胃

の
中
で
見
つ
か
っ
た
。
取
り
出
し
て
胃
の

洗
浄
処
置
を
受
け
た
が
、１
日
入
院
し
た
。

　

ボ
タ
ン
電
池
と
は
直
径
が
厚
さ
よ
り
も

大
き
な
電
池
の
こ
と
で
、
硬
貨
状
の
コ
イ

ン
型
と
、
よ
り
直
径
が
小
さ
く
厚
み
が
あ

る
ボ
タ
ン
型
が
あ
り
ま
す
。
ボ
タ
ン
電
池

を
誤
飲
す
る
と
放
電
で
起
こ
る
化
学
や
け

ど
に
よ
り
、
短
時
間
で
消
化
管
の
壁
に
損

傷
が
起
こ
る
な
ど
、
重
大
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
の
誤
飲
事
故
は
特
に
１
歳

以
下
の
乳
幼
児
に
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
用
途
は
玩
具
だ
け
で
な
く
、
家
庭
内

に
あ
る
リ
モ
コ
ン
や
体
温
計
な
ど
、
子
ど

も
が
簡
単
に
手
に
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
玩
具
の
指
標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｔ
マ

ー
ク
」
基
準
で
は
「
ボ
タ
ン
電
池
の
ふ
た

は
、
工
具
な
ど
を
使
用
し
な
い
と
容
易
に

開
か
な
い
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ー
ク
表
示
の
な
い

玩
具
や
一
般
の
ボ
タ
ン
電
池
使
用
商
品
の

安
全
性
は
不
明
で
す
。
現
に
２
０
１
４
年

に
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
商
品
テ

ス
ト
で
は
、
ボ
タ
ン
電
池
を
使
用
し
た
商

品
に
、
置
き
時
計
、
キ
ッ
チ
ン
タ
イ
マ
ー

な
ど
工
具
な
ど
を
使
用
し
な
く
て
も
電
池

を
取
り
出
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

乳
幼
児
が
い
る
家
庭
で
は
、
ボ
タ
ン
電

池
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ど
の
製
品
に

ボ
タ
ン
電
池
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
チ
ェ

ッ
ク
し
、
子
ど
も
が
簡
単
に
手
の
届
か
な

い
所
に
保
管
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
電

池
交
換
は
子
ど
も
の
目
に
触
れ
な
い
所
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、
ボ
タ
ン
電
池
を
飲
み
込
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
鼻
の
穴
に
入
れ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
一
刻
も
早
く
医
師
の
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

種
ま
き
、
植
え
付
け
本
格
化

●
早
川　

京
子

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー 

相
談
情
報
部
●
薮
田　

朋
子

ボ
タ
ン
電
池
を
乳
幼
児
が
誤
飲
す
る
事
故
が
発
生
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２
月
28
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
本
店
に
て
、

女
性
の
会
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
宮
子
花
園
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
季
節
の
寄
せ
植
え
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
宮
子
花
園
さ
ん

の
楽
し
い
お
話
に
耳
を
傾
け
、
寄
せ
植
え
が

始
ま
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
花
の
中
か
ら
ど
れ
を
寄

せ
植
え
に
使
う
か
迷
い
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
作
品

づ
く
り
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
各
々
素
敵
な
寄
せ
植
え
が
出
来
上
が
り
、

飾
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

女
性
の
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

Ｊ
Ａ
松
任　

総
務
課　

女
性
の
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

℡
２
７
４
‐
１
４
５
５　

ま
で

女
性
の
会　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
開
催

今
月
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス



15

No.492

1…スコアボードの数字が変わっている
4…桜の木が大きい
5…バットが短い
10…ボールの位置が違う
11…犬の目が違う

まちがいさがし答え

★
タ
テ
の
カ
ギ

②
銭
湯
の
服
を
脱
ぎ
着
す
る
所 

⑤
函
館
、
神
戸
、
長
崎
は
美
し
い
こ

と
で
有
名 

⑦
天
ぷ
ら
を
○
○
に
付
け
て
食
べ
た 

⑧
牛
や
馬
が
は
み
ま
す 

⑨
電
球
を
ね
じ
込
み
ま
す 

⑪
ぴ
っ
た
り
息
が
合
う
こ
と
を
○
○

○
の
呼
吸
と
い
い
ま
す 

⑫
履
き
物
を
入
れ
て
お
く
家
具 

⑭
た
る
に
は
め
ま
す 

⑮
レ
バ
ー
と
炒
め
た
り
ギ
ョ
ー
ザ
に

入
れ
た
り
す
る
葉
野
菜 

⑯
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
開
け
ま

す 

⑰
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
楽
し
む
も
の

★ヨコのカギ

①漢字では石楠花、石南花など
と書く花 

②自動車を数えるときに使う言
葉 

③百聞は○○○○に如（し）か
ず

④火遁（かとん）の○○○を使
う忍者 

⑥お坊さんが着ます 
⑨商品などをしまっておく建物
⑩伏見○○○○○や万願寺○○

○○○はブランド京野菜に指
定されている○○○○○です 

⑪粗末な家のこと 
⑬田んぼや池にすむ巻き貝 
⑭和装の際の靴下？ 
⑯体には羽毛が生えています

★  

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き
で
、
答
の

文
字
を
記
入
し
て
、
次
の
要
領
で

送
っ
て
下
さ
い
。

　

②
の
広
報
誌
「
ま
い
ど
さ
ん
」

へ
の
ご
意
見
は
、
編
集
部
一
同
、

励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★  

応
募
締
切

　
　

4
月
6
日
（
月
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★  

景　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
４
名
の
方
に

冷
凍
食
品
を
す
ば
や
く
お
い
し
く

解
凍
電
気
を
使
わ
ず
、
ス
ピ
ー
ド

解
凍
で
き
る
エ
コ
な
『
冷
凍
食
品

解
凍
プ
レ
ー
ト
』
を
お
贈
り
し
ま

す
。

　

抗
菌
仕
上
げ
で
両
面
使
用
で
き
る
！

★  

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

64
通
の
正
解
の
中
か
ら
次
の
4

名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は
『
鉄
製
蓋
付
天
ぷ
ら
鍋

24
㎝
』
で
し
た
）

　

安
部　

幸
子　

様

　

西
川　

浅
子　

様

　

東　
　

幸
子　

様

　

太
田　

陽
子　

様

★  

先
月
号
の
答
え

　
「
シ
ロ
ザ
ケ
」

Q二重マスの文字を
A ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題者）ニコリ

①こたえ
②広報誌「まいど

さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業

　　 〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA 松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

５２
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Information Box

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス

ＪＡからのご案内

（消費税別） 

 自店あて 
当 JA 

本支店あて 他 JA あて 他行あて 

窓口利用 
3 万円未満 無 料 200 円 200 円 500 円 

3 万円以上 無 料 400 円 400 円 700 円 

ATM 利用 
3 万円未満 無 料 無 料 200 円 400 円 

3 万円以上 無 料 無 料 400 円 600 円 

ネットバンク・ 
法人ネットバンク・ 
ファームバンキング

3 万円未満 無 料 無 料 100 円 300 円 

3 万円以上 無 料 無 料 300 円 500 円 

給与・賞与振込 無 料 無 料 無 料 100 円 

注）他 JA あては県内・県外の区別は行いません。 

（消費税別）

※くわしくは、窓口までご確認ください。 

 円005 ）冊（枚1 行発再書証・帳通

IC キャッシュカード（単体）再発行 1 枚 1,000 円 

クレジット一体型 IC キャッシュカード再発行 1 枚 500 円 

 円000,1 枚1 行発再ドーカンーロ

 円004 ）枚05（冊1 帳手切小

 円004 ）枚05（冊1 帳形手

 円02 件1 料数手替振動自時定

 円02 件1 定時自動送金  ※他 JA・他行あては為替手数料   　

1 件 20 円 

 円001 件1 料数手替振座口

 円05 件1 い扱票帳※ 

 ※データ扱い（業者は除く）

 円002 通1 ）行発続継（書明証高残

 円003 通1 ）行発別個（書明証高残

残高証明書（監査法人向け発行） 1 通 1,000 円 

 円003 座口1 行発細明歴履引取

 円003 通1 行発書明証他のそ

各種信用手数料について
　平素は、当ＪＡをご利用いただき、心よりお礼申しあげます。
　さて、平成27年5月11日より為替振込手数料および各種サービスにかかる手数料の一部を以下の
通り改定させていただくことになりましたのでお知らせいたします。
　今後ともより一層のサービス向上に努めてまいりますので、お客様には何卒ご理解を賜りますようお
願い申しあげます。
　●手数料改正日　平成27年5月11日（月）　　●改定後の手数料一覧　以下のとおり

＊　
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『
世
界
へ
発
信
！
日
本
の
食
と
農
』

　

２
０
１
５
年
５
月
か
ら
10
月
ま
で
、
イ

タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
国
際
博
覧
会
（
万
博
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
に

食
料
を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」
で
す
。

　

万
博
は
、
国
際
的
な
規
模
で
そ
の
時
代

の
技
術
や
芸
術
と
い
っ
た
、
人
類
の
進
歩

と
夢
を
一
堂
に
展
示
す
る
催
し
で
す
。

　

Ｊ
А
グ
ル
ー
プ
は
、「
共
存
す
る
多
様
性
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
「
２
０
１
５
年
ミ
ラ

ノ
万
博
日
本
館
」
へ
の
協
賛
を
通
じ
て
、「
多

様
な
農
業
の
共
存
と
食
料
主
権
の
尊
重
」

を
世
界
に
発
信
し
、
世
界
の
食
料
問
題
の

課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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総
務
部
総
務
課
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／　

前
田
印
刷
株
式
会
社表

紙　

サ
ザ
ン
カ

お
住
ま
い
：
白
山
市
矢
頃
島
町

ネ
コ
年
齢
：
２
歳（
推
定
年
齢
23
歳
）上

　
　
　
　
　

３
歳（
推
定
年
齢
28
歳
）下

ペ
ッ
ト
の
お
名
前
：
ル
ヴ
く
ん（
♂
）上

　
　
　
　
　

Ⅴ
ｉ
Ⅴ
ｉ
ち
ゃ
ん（
♀
）下
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ー
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